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― すべての働く者の連帯で、希望と安心の社会を築こう ー 

当
面
の
日
程 

１月２０日（水）部落解放地方共闘幹事会 18時（連合徳島） 

  ２１日（木）政治センター代表幹事会 10時  

        政治センター幹事会 11時 

         第2回五役・執行委員会 13時 30分（労館502号） 

         第1回地協代表者会議 15時 

         第2回中央地協結成準備委員会 16時 30分  

 連合徳島と労働者福祉団体合同の

2010新年互礼会が 1月13日、阿波観光

ホテルで開催され、約150人が参加した。 

 司会に齋藤事務局長と藤田女性委事務

局長、全労済・川越理事長の開会あいさ

つに続いて、主催者を代表して小松連合

徳島会長は「昨年の衆院選で長年の悲願

であった政権交代が実現した。新しい政

治の幕開けと同時に、新しい社会づくり

がスタートした。しかし、私たちの行く

手には、雇用不安・所得不安・将来不安

がある。私たちに求められているのは『働

くすべての仲間の雇用維持と生活の安定

をめざして』経済社会の歪みを是正し、

生活を復元していくことであり、市場原

理主義から脱却し、持続可能な安心、安

全、信頼の社会に作り変えていかなけれ

ばならない。連合は昨年20周年を迎えた。

歴史に学び、未来に向かって一歩一歩新

たな歴史を築くため主体性をもって、知

恵を出し合い、様々な課題に果敢に挑戦

していく。また、第22回参院選では組織

内推薦議員をはじめ全ての推薦候補の勝

利のため、組織の総力を挙げ闘うので、

皆様のご支援・ご奮闘を」と決意のあい

さつを行った。 

 続いて、来賓として飯泉県知事、本田

徳島市副市長、泉鳴門市長、加藤徳島労

働局長、仁木衆議院議員、中谷参議院議

員、連合議員ネットを代表して庄野県議

から、それぞれあいさつを受けた。 

 その後、久積労福協会長の音頭で乾杯

が行われ、出席者は終始なごやかに歓談

されるなど交流を深めた。 

 最後に、藤原労働金庫常務理事の閉会

あいさつで新年互礼会を終了した。 

 第30回部落解放・人権徳島地方研究集

会が2月17日（水）・18日（木）の2日

間、徳島市文化センター他で開催される。

30 回の大きな節目を迎えた地方研究集

会に積極的な参加をお願いします。 

○ 主催 第 30 回部落解放・人権徳島地

方研究集会実行委員会 

○ 後援団体 連合徳島、部落解放徳島地

方共闘会議、徳島県、県教委、市長会、

町村会、県経営者協会 など49団体 

○ 対象 部落差別の撤廃と基本的人権

の確立を願う全ての団体と個人 

○ 集会日程 

全体集会 2月17日 13時～16時半 

     徳島市文化センター 

分科会  2月 18日 10時～16時 

     各会場 

○ 規模 約2,000人 

○ 参加費 2,500円 

○ スローガン すべての力を集めて「部

落解放・人権政策」を確立しよう。反

差別・人権の確立・福祉の向上をめざ

した県民運動を展開しよう。 

○ 特別講演 「三番叟・えびす祝福舞」

阿波木偶廻しを復活する会、芝原生活

文化研究所 

○ 基調講演 「部落解放運動をめぐる今

日の情勢と課題」部落解放同盟中央本

部執行委員長 組坂繁之 

○ 記念講演 「在日の立場と部落差別・

人権を考える」 

人材コンサルタント 辛 淑玉 

○ 分科会 部落解放・人権教育Ⅰ～Ⅲ

（阿波観光Ｈ）、社会教育と啓発（ふ

れあい健康館）、狭山・共同闘争（県

職員会館）、企業・職域（郷文）、自治

体の課題（郷文）、男女平等（フレア

とくしま）の8分科会 

○ 詳細の問い合わせ先 

連合徳島・加村までご連絡ください。 

 

分科会担

当者会議

で熱心に

協議を行
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